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討
論
・
付
帯
決
議
・
質
疑

議
案
24　

平
成
30
年
度　

白
馬
村
一
般
会
計
予
算

陳
情
１　

建
築
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
創
設
、国
・
県
よ
り
補
助
金
事
業
の
要
請

陳
情
３　
「�

国
に
対
し
て
、生
活
保
護
費
引
き
下
げ

中
止
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情
」

議
案
8　

嘱
託
職
員
の
任
用
及
び
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

付
帯
決
議
の
動
議

田
中
榮
一 

議
員

村
で
は
多
く
の
嘱
託
職
員
を
雇
用
し
行
政
運
営
の
大
き
な

力
。免
許
あ
る
い
は
資
格
を
取
得
し
な
け
れ
ば
従
事
で
き
な

い
職
種
も
あ
り
、勤
続
年
数
が
長
期
に
わ
た
り
貢
献
し
て
き

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、報
酬
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
。

そ
れ
ら
の
職
種
の
報
酬
月
額
に
比
べ
、新
た
に
加
え
る
２
つ

の
職
種
の
報
酬
月
額
は
、バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
も
の
。
こ
の
議

案
は
今
ま
で
の
職
種
の
値
上
げ
と
追
加
区
分
等
の
２
つ
の
改

正
内
容
が
一
括
提
案
さ
れ
て
も
い
る
こ
と
か
ら
反
対
。

加
藤
亮
輔 

議
員

2
年
前
の
３
月
議
会
で
、非
正
規
職
員
の
賃
金
を
正
職
員
に
近
づ

け
、生
活
で
き
る
賃
金
に
と
修
正
案
を
提
出
。し
か
し
少
数
で
否
決
。

16
万
５
０
０
０
円
か
ら
税
金
、社
会
保
障
料
を
引
け
ば
手
取
り
は

13
万
円
前
後
く
ら
い
。国
家
資
格
者
の
栄
養
士
や
図
書
館
司
書
で
も

嘱
託
採
用
で
手
取
り
は
16
万
円
前
後
。夫
婦
共
働
き
な
ら
生
活
で
き

る
が
、単
身
者
の
場
合
は
非
常
に
苦
し
い
生
活
実
態
。4
0
0
円
の

ア
ッ
プ
程
度
で
は
、正
職
員
と
の
格
差
は
拡
大
し
、嘱
託
職
員
の
待

遇
改
善
に
は
程
遠
い
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
。

加
藤
亮
輔 

議
員

予
算
書
の
書
き
方
は
地
方
自
治
法
施
行
規
則
15
条
第

１
項
に
決
め
ら
れ
て
い
る
。
今
予
算
の
中
で
ト
イ
レ
の

改
修
工
事
費
及
び
設
計
費
５
４
５
万
円
が
、議
会
費
の

中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
通
常
ト
イ
レ
な
ど
庁
舎
の
改

修
工
事
は
、総
務
費
の
財
産
管
理
費
に
記
載
す
る
の
が

常
識
。
予
算
審
議
過
程
の
中
で
幾
度
と
な
く
村
長
に
修

正
を
申
し
入
れ
た
が
、無
視
の
態
度
。予
算
の
編
成
権
は

村
長
の
み
に
専
属
し
て
い
る
が
、修
正
を
認
め
な
い
。科

目
変
更
し
な
い
。規
則
無
視
の
予
算
案
に
は
反
対
。

田
中
麻
乃 

議
員

陳
情
要
望
に
あ
っ
た「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事

業
」が
実
施
さ
れ
た
３
年
間
は
、ゆ
と
り
が
あ
っ
た

財
政
状
況
下
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
実
施
で
き
た
も
の
。

直
近
の
財
政
状
況
で
は
、村
債
残
高
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、前
回
と
同
じ
内
容
の
補
助
金
創
設
は
、時

期
的
に
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
る
。

建
設
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
を
検
討
す
る
の
で
あ
れ

ば
、そ
れ
を
通
じ
て
観
光
白
馬
の
ま
ち
づ
く
り
と
い

う
重
要
施
策
に
寄
与
す
る
も
の
に
な
る
べ
き
。検
討

す
べ
き
余
地
が
多
々
あ
る
た
め
趣
旨
採
択
に
す
べ
き

と
思
う
の
で
反
対
。

伊
藤
ま
ゆ
み 

議
員

前
回
の
３
１
９
８
万
円
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
で
費

用
対
効
果
は
２
億
3
1
8
0
万
円
と
７
倍
も
あ
り
、

地
域
の
経
済
活
性
化
に
貢
献
。

世
界
水
準
の
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
は
あ
ま
り
に
お
粗

末
な
ま
ち
並
み
を
、外
観
の
修
繕
に
必
要
な
塗
料
や

外
壁
材
を
扱
う
企
業
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た「
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」を
利
用
し
て
整
備
し
、

商
品
力
の
向
上
を
す
べ
き
。

県
で
も
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

県
産
材
を
使
用
し
た
住
宅
の
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム

を
推
進
。よ
っ
て
こ
の
陳
情
の
採
択
に
賛
成
。

加
藤
亮
輔 

議
員

格
差
の
拡
大
に
伴
い
、相
対
的
貧
困
ラ
イ
ン
の
年
収
は

１
２
２
・５
万
円
、月
収
約
１
０
・
２
万
円
で
、６
に
1
人
が

貧
困
。こ
の
状
況
下
、事
故
や
病
気
、親
の
介
護
や
身
体
的

理
由
か
ら
仕
事
を
休
め
ば
た
ち
ま
ち
生
活
苦
に
陥
る
。こ

の
対
策
が
憲
法
25
条
に
基
づ
く
生
活
保
護
制
度
。

し
か
し
政
府
は
、
老
齢
加
算
の
段
階
的
廃
止
、

２
０
１
３
年
に
生
活
扶
助
を
最
大
10
％・平
均
6.5
％
削
減
。

更
に
住
宅
扶
助
、冬
季
加
算
の
削
減
を
続
け
、今
年
さ
ら

に
５
％
の
生
活
扶
助
を
削
減
。意
見
書
の
提
出
は
す
べ
き

で
賛
成
。

伊
藤
ま
ゆ
み 

議
員

こ
の
予
算
の
議
会
費
に
含
ま
れ
る
、設
計
管
理
委

託
料
と
工
事
請
負
費
の
合
計
５
４
５
万
円
は
、障
が

い
者
や
子
連
れ
の
方
が
利
用
で
き
る
多
目
的
ト
イ
レ

の
併
設
と
、洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改
修
工
事
費
。
障
が

い
者
に
対
す
る
福
祉
制
度
の
充
実
は
必
要
と
考
え
、

反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。し
か
し
①
庁
舎
３
階
ト

イ
レ
の
使
用
頻
度
が
低
い
②
起
債
を
し
て
ま
で
つ
く

る
緊
急
性
が
な
い
③
議
会
費
と
し
て
計
上
す
べ
き
事

業
で
は
な
い
。以
上
３
つ
の
理
由
か
ら
反
対
。

篠
﨑
久
美
子 

議
員

本
予
算
で
は
第
５
次
総
合
計
画
の
基
本
目
標
推
進
と
総
合
戦

略
の
指
標
実
現
、住
民
の
暮
ら
し
や
す
さ
を
目
指
し
、子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、公
共
交
通
の
調
査
、自
転
車
観
光
、ほ

場
整
備
、新
図
書
館
建
設
の
基
本
構
想
、新
ご
み
処
理
施
設
稼
働

に
伴
う
体
制
整
備
な
ど
様
々
な
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

議
会
費
の
仕
分
け
適
正
化
は
必
要
だ
が
、予
算
全
て
を
否

決
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
。

人
口
減
少
な
ど
で
自
主
財
源
の
増
加
は
望
め
ず
財
政
運
営
は
厳

し
い
。一
層
の
行
財
政
改
革
を
心
掛
け
た
事
業
実
施
を
望
み
、賛
成
。

津
滝
俊
幸 

議
員

村
で
の
一
般
職
員
よ
り
も
嘱
託
職
員
の
割

合
が
高
く
、日
々
の
行
政
業
務
に
あ
た
っ
て

い
る
。
村
民
か
ら
見
れ
ば
、正
規
職
員
と
嘱

託
職
員
の
見
分
け
は
つ
か
ず
、同
じ
責
務
を

お
っ
て
い
る
の
で
一
般
職
同
様
に
人
事
院
勧

告
の
対
象
と
す
べ
き
。
よ
っ
て
こ
の
条
例
改

正
に
は
賛
成
。

反対 反対反対

賛成

賛成

賛成

賛成

発
議
者：太
田
伸
子 

議
員

「
議
案
第
24
号
　

平
成
30
年
度
白
馬
村
一
般
会
計
予
算
」

神
城
断
層
地
震
災
害
復
旧
の
た
め
、
近
年

は
大
型
予
算
が
継
続
。
こ
の
先
、学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
建
設
や
、新
図
書
館
建
設
及
び
新

道
の
駅
建
設
構
想
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
今

後
の
財
政
運
営
を
考
慮
す
る
と
、取
り
崩
し

た
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
れ
が
必
要
。
そ
こ

で
、予
算
執
行
に
あ
た
り
以
下
を
決
議
す
る
。

1
．�村
債
の
大
き
な
ふ
く
ら
み
や
財
政
調
整

基
金
の
取
り
崩
し
、事
業
の
外
部
委
託
等
、

財
政
運
営
に
不
安
が
あ
る
。村
の
財
政
を

熟
慮
し
て
、効
果
的
な
事
業
執
行
に
努
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
．�庁
舎
３
階
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
は
、庁
舎

維
持
事
業
科
目
の
変
更
を
要
望
。

一
般
会
計
補
正
予
算　

質
疑

篠
﨑
久
美
子 

議
員

問
こ
の
補
正
で
財
政
調
整
基
金
を
３
８
９
６
万
４

千
円
取
崩
し
、基
金
繰
入
額
は
３
億
９
９
２
６
万

３
千
円
と
な
る
。条
例
で
は
、基
金
は
財
源
が
著
し

く
不
足
す
る
場
合
な
ど
に
限
り
処
分
可
能
と
あ
る

が
、取
り
崩
し
の
基
準
は
。

答
で
き
る
限
り
取
崩
し
を
避
け
た
い
。具
体
的
な

基
準
は
定
め
て
い
な
い
。

問
財
政
調
整
基
金
の
積
立
目
標
額
は
。

答
定
め
て
い
な
い
。で
き
る
限
り
多
く
積
立
て
た

い
。

問
今
後
の
健
全
財
政
へ
の
姿
勢
は
。長
期
的
財
政

計
画
の
作
成
は
。

答
財
政
調
整
基
金
、臨
時
財
政
対
策
債
に
注
視
し
、

特
別
交
付
税
も
申
請
し
て
い
く
。財
政
計
画
は
概

ね
３
年
間
で
作
成
。


